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地域日本語教室とは・・・

・「日本語学校」ではない。学習者は、日本人の配偶者や、

会社で働いている人とその家族、留学生など様々。

・ボランティアと外国人参加者による相互学習の場。

・日本人・・・「先生」、学習者・・・「生徒」ではない。

⇒対等な立場で、共に学びあう。

・外国人が、日本人や日本社会とつながることができる場所。

・外国人が孤立しない社会＝居場所づくり。
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地域日本語教室の基本的な考え方（キーワード）

地域⽇本語教室

外国人・日本人住民の
交流の場

地域の特⾊・外国⼈のニーズに合わせた教室

多文化共生の拠点

やさしい日本語（外国人にわか
りやすい日本語）で交流する

外国人・日本人住民がお
互い理解を深め、学びあう

対話活動に重点を置
いた教室

顔が見える関係づくり
（助け合える関係）

地域密着型
（校区・自治会との協働）

生活に必要な
日本語を学ぶ

地域の特色・外国人のニーズに合わせた教室



KIFで行っている日本語支援（外国人向け）

・くらしのにほんごくらぶ（国際交流会館）

・地域日本語教室

・オンラインにほんごおしゃべり会

・初級日本語講座

・JLPT対策講座（受託）



くらしのにほんごくらぶ
《開催日時》

毎週火曜日 10:00～12:00

水曜日 10:00～12:00

14:00～16:00

18:30～20:00

日曜日 10:00～12:00

14:00～16:00



くらしのにほんごくらぶ
・基本的には1対1のペア学習。

・会話を通して、学習者が必要としている日本語を学ぶ。

・テキストや、新聞、スーパーのチラシなど、

学習者によって使っている教材は様々。



地域日本語教室

・東区（2か所）、西区、南区、北区（会場は隣の市）の

5か所で日本語教室を開催中。

・東区1か所、北区はペア学習。

・東区1か所、西区、南区はテーマを決めて活動を行う

「交流型」で行っている。



地域日本語教室



オンラインにほんごおしゃべり会

・毎月第2・第4土曜日18時半～20時。

・テーマの話を聞き、ブレイクアウトルームで少人数の

グループでおしゃべりをする。

・熊本県立大学の研究室と協力し、大学生の実習の場とし

て活用している。

・サポーターは熊本市内の大学に通う大学生。



初級日本語講座

・資格を持った日本語教師から

ひらがな・カタカナから、体系的に学ぶコース。

・「まるごと 日本のことばと文化 入門A1」を使い、

て形の導入、応用までを22日間で行う。

・7‐8月コース、10‐11月コース、2月‐3月コース。

・少人数クラスのため、

個人に合わせたスピードでの学習が可能。



JLPT対策講座
・熊本市の受託を受けて、5月‐6月、

10月‐11月でJLPTの対策講座を行っている。

・対象は、近い将来、就職を目指している人など。

・2022年10月‐11月コース

土曜日 9:30～11:00 N3

11:10～12:40 N4

日曜日10:30～12:00 N2/N3

14:30～16:00 N4



KIFで行っている日本語支援（その他）

・にほんご教育プラザ設立

・多文化共生月間

・熊本県地域日本語教室立ち上げ

・外国人総合相談プラザ



にほんご教育プラザ
・「やさしい日本語」を活用した地域との連携

⇒やさしい日本語の相談など

・インターンの受け入れなど、大学との連携・協力

⇒大学で学んだ日本語教育を実践する場の提供

・日本語教育関係の情報収集・発信

⇒熊本の日本語教育における

ワンストップセンターを目指しています。



多文化共生月間（毎年2月）
・各コミュニティ紹介

・にほんごくらぶ活動紹介（作品の展示）

・有識者によるセミナーの開催



熊本県地域日本語教室立ち上げ

《2021年度》

長洲町、荒尾市、水俣市

《2022年度》

大津町、南阿蘇村、高森町

・ボランティア養成講座（4回）

異文化理解、やさしいにほんご、教室デザイン、教室見学・・・



外国人総合相談プラザ



ご清聴ありがとうございました


